
 東京都江戸東京博物館（両国・本館）では、３月２８日に開館２０周年を迎えます。この２０周年を記念し、３月
２３日（土）から２９日(金)の７日間、記念イベントを開催します。 
 この記念イベントの特別企画として、常設展示室の大空間を活かし、展示室内のあちらこちらで、江戸の大道
芸人たちがパフォーマンスを披露する、通常の開館時間を延長して行う公演です。また、来場者は、パフォーマ
ンスを楽しむだけでなく、江戸東京にまつわるクイズに参加することができます。大道芸人たちからヒントを得て、
全問正解した方には、素敵な景品をプレゼント！ナビゲーターには、ナレーターや俳優として活躍するとともに、
幅広い分野でその才能を発揮している松尾貴史氏をお迎えします。 

報道関係各位 

東京都江戸東京博物館 開館２０周年記念イベント 

夜間常設展示室内芸能公演 

松尾貴史さんと楽しむ  「江戸の遊び」 開催 
平成２５年３月２３日（土） 

 新内流し、太神楽の大道芸人が登場し、江戸時代の活躍ぶり等を紹介 

平成２５年３月吉日 

概要     

謎解きクイズラリー  
  常設展示を見て回って大道芸に出会って回答するクイズ形式の内容。   
  大道芸人たちからヒントを得て、全問正解した方には、素敵な景品をプレゼント！ 

江戸 大道芸   
  ●新内（しんない）流し 
    二人一組の三味線弾きが、花街を弾きながら流して歩いた「新内流し」。江戸の風物詩が常設 
    展示室に登場します。 
      ・新内 剛士(しんない たけし) 
      ・新内 中之介(しんない なかのすけ) 
  ●太神楽（だいかぐら） 
     傘の上で鞠を廻す曲芸や獅子舞など江戸時代末期から広く大衆の人気を集めている寄席芸能 
      ・鏡味 仙三郎社中 (かがみ せんざぶろう しゃちゅう) 

花見舞台 (ステージイベント) 
  ナビゲーター・松尾貴史氏、指南役の江戸東京博物館・小澤弘室長を進行役に、 
  「江戸の大人の遊び」「江戸最大の盛り場 両国」などをテーマにトークセッション。 
   新内流し、太神楽などの歴史や江戸時代当時の活躍ぶり等も聞いていきます。 

松尾 貴史 

日 時   ： ３月２３日（土） １８：００ ～ ２０：４５（予定） 
会 場   ： 常設展示室内（５階・６階） 
観覧料   ： 一般６００円 （常設展観覧料でご覧いただけます） 

【本資料に関するお問い合わせ先】 
 開館２０周年記念事業広報事務局  担当 : 山内、荻布、飯塚 
   ＴＥＬ：03-4503-6404 ／ ＦＡＸ：03-3265-5058 
【一般の方のお問い合わせ先】 
 江戸東京博物館２０周年記念プロジェクト事務局（平成２５年３月３１日まで）  
   ＴＥＬ：03-5733-4015 ／ ＦＡＸ：03-5425-7596 （10:00～17:00 ※土日祝日を除く） 
 開館２０周年記念事業 公式サイト  http://www.edohaku-20th.jp/ 
 東京都江戸東京博物館  公式サイト http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/ 
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